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1.　はじめに
　大学や企業の研究室では多種多様な薬品類を管理、
使用している1）。企業では、これらの薬品類の使用、管
理状況は薬品類の純度管理のためや、危険な状況や災
害等が起きないようにするため、全体的に把握されて
いることが多い。それに対して、大学では基本的に各
研究室で使用状況の把握、使用方法、使用するときの
環境、保管量の把握、保管状況の管理等がなされてい
ることが多い。各研究室の主体性、各研究室のノウハウ、
研究内容による必要な薬品類の違い、各研究室の持つ
施設設備、研究に携わる人員および学生の数等により
各研究室が責任を持って薬品の管理を行なうことにな
る。
　化学研究室では多くの薬品類を保管している。その
特徴としては、1）使用頻度の低い薬品類も一通り保有
していること、2）市販品から市販していない既知化合
物を合成し保有していること、3）新規化合物を合成し
保有していること、4）企業との共同研究等による特殊
な薬品類を保有していること、5）市販品を溶液等の混
合物にして保管していること等がある。また、化学研
究室では、私が勤務し始めたときには私を含め4名の研
究室のメンバーがそれぞれ個別の研究を行っていた。
つまり、4名各自が使用する薬品類を個々で管理してい
たことになる（一応の薬品リストは作成してある）。こ
れらの状況により、現在多くの薬品類を管理すること
になった。また、化学研究室では、7年前からの研究室
移動に伴い、コンテナに入れて一時的に薬品を管理し
てきた（図1）が、一昨年、耐震工事後に研究室の場所
が確定したことにより、化学準備室の環境整備が行な
えたので、これらを一括管理することができるように
なった。
　そこで、今回は比較的、分類や管理の行ないやすい
無機化合物について一般的な管理方法をまとめ、また、
実際にどのように管理されているかを紹介する。ただ
し、ここでの薬品管理は、化学薬品についてのみで、
医薬品等は含まれないものとする。
2.　物質の状態と消防法による薬品の分類
　無機化合物も有機化合物と同様に常温常圧で固体、
液体、気体で存在するが、固体で存在している物質が
ほとんどである。
　通常の無機化合物で気体物質は、ヘリウム、アルゴン、
水素、酸素、窒素、二酸化炭素、アンモニア程度であ
ろう。これらは高圧ガスボンベで保管されている。ボ
ンベの管理は、地震等で転倒し、床で転がらないよう
にしっかり固定して、立てて保管することが基本であ
る。また、酸素と水素、可燃性ガスを一ヵ所に保存し
ないようにし、ガス漏れがあるかどうかを常に確認し
ておく必要がある。特に腐食性を有するガス（アンモ
ニア等）は減圧弁等を固着させ、開封後、弁が閉じら
れなくなることがあるので古くなった場合は注意する
必要がある。ボンベには耐圧試験を受けた年月等が刻
印されていて、一定期間すぎた場合耐圧試験を受けな
くては充填できなくなる。また、廃棄は高圧ガス取扱
業者に処分を依頼しなくてはならない。現在、化学研
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図 1　積み上げられた薬品入りコンテナ
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究室にはヘリウム、アルゴン、窒素のボンベを有して
いるが、転がらないようにストッパーを着けて床に寝
かせて保管している状況である。
　無機物質の純物質で液体の物質はかなり少ない。化
学の保管物質では、水銀、臭素のみである。ただし、
水溶液の形で液体状態の物質は多い。濃塩酸、濃硝酸、
濃硫酸（ほぼ純物質）、リン酸、過塩素酸といった酸類、
アンモニア水、過酸化水素水などの市販品の他、水溶
液を作って保管している物質も多い。
　その他の多くの無機物質は固体である。ただし、空
気中の水分を吸収し容器の中で液体化している場合が
ある。本来ならば廃棄処分を行なえば問題は無いが、
加熱することで水分を除ける物質もあるので保管して
おくことも多い。たとえば、水酸化ナトリウムでは、
二酸化炭素や水を吸収し溶けかかっている場合でも同
量程度の純水を加え高濃度の水溶液にすれば、炭酸ナ
トリウムを沈殿させることができる（セーレンセン油
状液）ので、滴定溶液などとして再利用可能である。
　このような物質の状態（固体、液体、気体）が消防
法での危険物の分類を行なうときに重要になる。消防
法での分類は火災、爆発の危険を回避するための分類
である。つまり、保管時に燃焼の三要素である、燃料、
酸素供給源、点火源を共存させないことを目的として
いる。その分類は、第1類（酸化性固体）、第2類（可燃
性固体）、第3類（自己発火性、禁水物質）、第4類（引
火性液体）、第5類（自己反応性物質）、第6類（酸化性
液体）の6つである。無機化合物では第4類、第5類には
ほとんど該当物がない（アジ化ナトリウムは第5類）。
これらの分類は、第1類（酸素供給源）と第4類（燃料）
を同じ棚に置かないようにする、第3類、第5類は単独
で管理するなどが混載時の指針となる。例を挙げると
次のような物質がそれぞれの分類にあたる2）。
消防法での分類の化合物例
第1類 過酸化物塩、硝酸塩、二クロム酸塩、過マ
ンガン酸塩、塩素酸塩、過塩素酸塩など
第2類 赤リン、金属粉、硫黄
第3類 アルカリ金属、アルキルリチウム、黄リン、
金属水素化物など
第4類 炭化水素、アルコール、エーテル、二硫化
炭素など
第5類 有機過酸化物、硝酸エステル、ニトロ化物、
アジ化物など
第6類 過塩素酸、硝酸、過酸化水素水など
　このように、それぞれに分類された物質を見てみる
と、状態と無機化合物の陰イオン部分によって分類さ
れていることが多いので、この二つの項目を用いて保
管管理を行なえば良いことになる。ただし、消防法は
火災、爆発の危険を回避するための分類なので、腐食性、
毒性などは考慮されていない。したがって、塩化物、
ハロゲン化物などはこの危険物の分類に属していない
が、同様に陰イオン部分で分類することは保管上有用
である。また、著名な毒物（シアン化物、水銀塩、カ
ドミウム塩、タリウム塩などや重金属塩）では、火災
より盗難などの危険性に対処するため、このような分
類とは別に鍵のかかった部屋の中の鍵のかかった棚に
保管しておく必要がある。
3.　データベース化
　化学薬品の管理では、ある時点で、ある化学薬品が
どこに、どのくらいの量で、ストックされているかを
まとめて把握しておかなくてはならない。私が化学研
究室に勤務し始めた頃は、もちろんコンピュータ上で
の管理は行なわれず、ある程度の共通薬品類を「薬品控」
と称するノートに記載し、多くの薬品類は個人管理に
なっていた（図2）。
図 2　以前の薬品控と今回のプリントアウト
　ついで「薬品控」の情報が古くなってきたので、薬
品名（英語、日本語）、質量または容量、化学式（構造
式）、状態（気体、液体、固体、溶液およびその溶媒、
容器の種類等）、保管場所、その他を記入する用紙（カー
ド）を作成し、対応する試薬瓶に共通のしるしをつけ
てカード式データベースの作成を試みた。これは、あ
る程度は作成したが、情報が多くなると作成に手間が
かかること、個人管理の薬品類（特殊な薬品、合成品
など）では、これらの情報を付記することが困難であ
ること、研究室の異動で管理ができなくなったことに
より途中で断念してしまった。このような失敗から、
次のような比較的少ない項目で無機薬品類、有機薬品
類をまとめてデータベースを作り管理することにした。
なおソフトウェアはファイルメーカー Proを用いてい
る。次のようなデータを入力してある。
No 207
Name Calcium chloride
名前 塩化カルシウム
量：g or mL 500
管理場所 C-a3
形状 粒状
濃度等
別名
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①番号
　すべての化学薬品に通しで番号を付けて、使用後処
分したらそのデータを削除する。同じ薬品を多数所蔵
している場合には、その個数だけデータを作り、使用
後小さい番号から削除する。ただし、保管量が問題に
なると考え、個々の容器との対応は行なわなかった。
②英語名
　薬品リストを印刷するときは英語名で並べるので重
要である（私が学生時に日本語でリストを作り、使い
づらいと先輩方に怒られた経験がある）。ここでは、命
名法にはいくつかあるのでどれを用いるかが問題とな
る。試薬びんに記載されている名称も、時代によって
一定ではなく、そのままデータベースを作成すると同
じ物質でも異なるデータとしてストックされてしまう
の で 注 意 が 必 要 で あ る。 た と え ば、FeCl3をferric 
chlorideとするか、Iron trichlorideとするか、Iron（III）
chlorideとするかである。最近ではAldrichの薬品カタ
ログでも最後に記したStock方式（酸化数を記載する方
法）が用いられているので金属イオンを含む場合はす
べてこの方式を用いた3）。また、無機薬品では、その容
器に結晶水を表記しないで書かれていることがある（も
ちろん化学式には結晶水が表記してある）。この場合も、
FeCl3・6H2OをIron（III）chloride hexahydrateのように、
無水物と区別した。
③日本語名
　英語名と同様にいくつも命名法があるが英語名と対
応するためにStock方式を用いた。FeCl3を塩化鉄（III）
とし、塩化第二鉄、三塩化鉄は用いなかった。結晶水
を有するものは「6水和物」と付け（正確には六水和物
とすべきだがすべて算用数字を用いた）、無水物に関し
ては何も記さなかった。
④量
　本来は、封を切る前に質量を測定し使用量、残量を
記載していく方法が正しいが、すでに開封されている
もの、湿気を含んでいると考えられるものもあるので、
試薬びんの記載容量または質量を記した。化学薬品は
500g、500mL、25g、25mLなどで販売されている場合
が多いので、試薬びんの大きさで棚から探し出せるの
で便利である。
⑤管理場所
　すべての棚に記号番号を付けてその位置を特定でき
るようにした。化学薬品だけでなく研究室の所蔵する
棚および鍵管理を共通化した。
⑥形状
　たとえば金属では、粉末、粒状、板状など形状で危
険物の分類が変化するので、必要に応じて記載した。
⑦濃度等
　水溶液などで濃度が記載されている場合、情報とし
て付記した。濃塩酸などはそのまま、1mol/Lなど薄め
た溶液ではその値を記した。
⑧別名
　必要に応じて記した。特に有機化合物では慣用名で
使うことがあるのでこの項目を入れてある。
　これらのうち、英語名、日本語名、量、管理場所の
みを英語名でABC順に並べ、年度を付けて印刷をし、
通常用いる検索用プリントを作った（図2）。そこに使
用して減った分、新たに購入して増えた分を一時的に
書き込んでおき、次年度に情報を更新できるようにし
た。また、データベースに新たな情報を加えなくては
ならないときはその項目を加えるようにした。化学研
究室では、私一人が利用者であり、管理者ではあるが、
できるだけ、手間を掛けないことで情報管理を最新の
ものにできると考えた。
4.　薬品棚での安全管理
　大学の多くの研究室では、これらの薬品類は薬品棚、
実験台の下や棚、冷蔵庫などで管理することになる。
費用をかけて専用の棚を作ることはなかなか難しいの
で、既存の棚や、オフィス用の書類保管庫で代用する
ことになる。化学では、研究室がオフィスであるため
化学準備室ですべての薬品類を保管している。備え付
けの木製の棚（鍵無し、ガラス引き戸）とスチール製
の書類保管庫（鍵有り、ガラス引き戸、スチール引き戸）
（図3）、防暴型冷蔵庫、金庫型スチール庫（図4）など
で管理している。
図 3　木製の棚（左）とスチール製書類保管庫（右）
図 4　金庫型スチール薬品保管庫（引き出し型（左）、ロッ
カー型（右））。ロッカー型の方に禁水物質（ナトリ
ウム等）が入れてある。
36
化学薬品（無機物質）の管理
　ナトリウム、リチウムなど（灯油を入れたガラスび
んに入れ、それをさらに金属の筒に入れてある）の禁
水物質は金庫型スチール庫で保管している（有機金属
化合物等も一緒に保管）。これは、一般用の棚ではなく
化学薬品専用である。金属水素化物なども禁水物質で
あるがデシケーターに試薬びんごと入れて、デシケー
ターをスチール製書類保管庫に入れ保管している（図
3）。また、著名な毒物は、スチール製書類保管庫のスチー
ル引き戸の棚（中が見えない）に鍵を掛けて保管して
いる。
5.　問題点と対策
　化学研究室では、このようにいくつかの安全管理上
の対策をとっているが不十分なことも多い。まだ、対
策をしていないことを含め考慮、注意することをあげ
る。特に地震および盗難対策が重要になる。
1）ガラス戸および試薬びんが破損することに対する対策
　多くの試薬は破損防止ネットをして、洗い桶、トレー、
パックに入れて保管しているので、試薬びんどうしが
ぶつかって破損したり、試薬びんが直接ガラス戸と接
触して破損することは少ないと考えられる。ただし、
大きな地震時に洗い桶ごと大きく動くことを考えると
ガラス戸と洗い桶の間に紐やワイヤーを張っておいた
方が良いと考えられる。当然、ガラス製デシケーター
の下には滑り止めをし、手前のガラス戸との間に、ワ
イヤーを張っておいた方が良い。また、ガラス戸に飛
散防止フィルムを貼っておく対策をとる方が良い。さ
らに、外からの衝撃でガラスが割れることを考えて、
ガラス戸の周辺に地震時に動く可能性のあるものを配
置しないなど、部屋全体についての考慮も必要である。
2）鍵の問題
　化学実習準備室には、通常、鍵が掛けられている。
したがって、一応の防犯対策はなされている。現在、
備え付けの木製の棚には鍵がついていない。鍵をつけ
れば万全という訳ではないが、管理上鍵を付けておく
必要はある。
3）化学薬品の管理情報の管理
　化学薬品のデータベースは、外部と繋いでいないパ
ソコン上とその印刷物で管理している。棚には管理場
所記号が貼ってあって、化学研究室のどこにその棚が
あるかも情報として入力しているので、データベース、
その印刷物から有毒物質がどこの棚のどこにあるかが
わかってしまう。したがって、最低限データベースの
印刷物は目に見えるところには置かないようにする必
要がある。
3）有機化合物との混載の問題
　今回は無機化合物についてのみ述べたが、化学研究
室には有機化合物の方が多種多量に保管されている。
　無機薬品類は、ほとんどを木製の棚を用いて管理し
ている。無機化合物は比較的空気、水に対して安定で
あり、蒸気圧も低いものが多く、中を見渡せるガラス
引き戸の木製の棚は錆びることが無いので使いやすい。
ただし、木製の棚は液体のしみ込む可燃物（燃料）で
あるので、酸化剤（酸素供給源）との接触を避けなく
てはならない。そこで、市販の食器を入れるポリプロ
ピレン製洗い桶の中に試薬びんを入れて保管している。
このとき、ガラス製試薬びんの場合は必ずネットを掛
けてびんとびんとの接触で割れることを避けるように
している。洗い桶に陰イオン部分の名称を記しておく
ことで、データベースを調べなくても、目で見てすぐ
に必要な薬品をさがすことができる（図5）。
図 5　試薬びんの管理 1
a）管理場所記号、b）安全ネット、c）洗い桶に陰
イオン部分の名称を記載してある。
　また、塩酸などでは試薬の封を切っていなくても、
きちんと栓をしておいても、栓の周りをテープで巻い
ておいても塩化水素の蒸気は漏れ出てくることがある。
そこで、これらの試薬は、500mLの試薬びんがそのま
ま入るポリエチレン製の円筒型容器を購入して保管す
ることにした（図6）。単価が安く二重にパッキングさ
れることになるので漏れが少ない。乾燥剤などを入れ
ておけば簡易デシケーターのように無機薬品だけでな
く、有機薬品の保管にも用いることができる。
図 6　試薬びんの管理 2
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どうしても保管スペースの問題から無機化合物と有機
化合物が混載されることになる。消防法の分類にした
がって、酸化剤と有機化合物を混載しないようにして
いるが、塩酸、アンモニア水などとアミン類、有機酸
類は内部がつながっている棚に保管している。共に蒸
気圧があり、試薬びんの栓から蒸気は出ていると考え
られ、試薬の汚染、棚の腐食は否定できない。これら
をさらにパッキングして保管することが必要である。
4）室温、換気の問題
　3）で述べたように、どうしても棚の中、部屋の中に
薬品が漏れ出て溜まり、多少は薬品臭が感じられるこ
とがある。したがって、化学準備室は24時間、換気扇
を回している。現在、化学研究室はドラフトチャンバー
を保有していないので、このような対応で保管管理の
対処をしている。また、夏に気温が高くなるときには、
漏れ出る量が増える恐れがあるのでエアコンを24時間
つけておく必要がある。
6.　まとめ 
　薬品類の保管管理は、使いやすさ（管理に手間をか
けない、すぐに取り出せる等）と安全（破損防止、防
犯対策等すべてを管理する）を両立させなくてはなら
ない。化学研究室での取り組みを無機化合物について
だけ述べたが、まだ不完全であることも認識している。
また、薬品類の保管管理では考えられることを行なっ
ていても、想定外の事態は起こると考えられる。2011
年3月11日の東日本大震災のとき、化学研究室では薬品
類はすべてコンテナトレーに入れてあり、しかもそれ
を何段かに積んでおいたが、運良く全く被害は無かっ
た。また、そのとき、管理者である私は私用で大学に
いなかったので、何かあったときの対応も遅れてしま
う可能性があった。すべての薬品が管理され、自信を
持っていつでも安全であると言えるようにさらに整備
対応をしていきたい。
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